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1　概要

　　・収支見込　　 　歳入総額

　　　　　　　　 歳出総額

　　　　　　　　 歳入歳出差引額

　　　　　　　　 単年度収支

　　　　　　　　 基金保有額

　　　 　　　　　※精算後単年度収支 　  ６億   ４百万円 

　　・被保険者数　　 ３７３，４７６人（対前年度９，６０５人減）

　　・収納率　　　　　 ９４．４５％（対前年度　０．９６ポイント上昇）

２　歳入の内訳

（単位：百万円）

決算見込額 構成比 前年度比

分担金及び負担金 46,409 25.6% 87.2%

国庫支出金 51,513 28.4% 100.0%

療養給付費等交付金 59 0.0% 95.2%

前期高齢者交付金 64,578 35.7% 101.9%

共同事業交付金 244 0.1% 134.1%

財産収入 4 0.0% 133.3%

一般会計繰入金 10,040 5.5% 96.4%

諸収入 382 0.2% 65.1%

小計① 173,229 95.6% 96.6%

91 0.1% 95.8%

7,815 4.3% 138.7%

181,136 100.0% 97.9%

※四捨五入の関係で、決算額等の合計及び前年度比が一致しない場合がある。

繰越金

基金繰入金

歳入合計Ａ

１，８１１億３６百万円　　　　　　　　　　

１，７０２億９１百万円　　　　　　　　　　

１０８億４５百万円　　　　　　　　　　

２９億４１百万円　　　　　　　　　　

３６億６０百万円　　　　　　　　　　

歳　　入

単
年
度
収
入

科目

（対前年度３９億３７百万円減）

（対前年度６９億６７百万円減）

（対前年度３０億３０百万円増）

（対前年度 ８億５５百万円増）

（対前年度 ８８百万円減）

（対前年度２３億５３百万円減）
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４　収支の見込

（単位：百万円）

区分 令和２年度 令和元年度

歳入歳出差引額 Ｃ＝Ａ－Ｂ 10,845 7,815

控除額（基金繰入金、繰越金、基金積立金） Ｄ 7,904 5,729

単年度収支①－② Ｅ＝Ｃ－Ｄ 2,941 2,086

国庫支出金精算（予定）額等 Ｆ ▲ 2,337 871

精算後単年度収支 Ｇ＝Ｅ＋Ｆ 604 2,957

３　歳出の内訳

（単位：百万円）

決算見込額 構成比 前年度比

保険給付費等交付金 138,620 81.4% 96.3%

後期高齢者支援金等 22,251 13.1% 98.0%

前期高齢者納付金等 41 0.0% 45.1%

介護納付金 7,019 4.1% 98.2%

共同事業拠出金 225 0.1% 117.2%

基金支出金 8 0.0% 66.7%

保健事業費 36 0.0% 300.0%

諸支出金 2,014 1.2% 66.6%

繰出金 14 0.0% 58.3%

その他 60 0.0% 95.2%

小計② 170,288 100.0% 96.1%
3 0.0% 100.0%

170,291 100.0% 96.1%
※四捨五入の関係で、決算額等の合計及び前年度比が一致しない場合がある。

基金積立金
歳出合計Ｂ

歳　　出

単
年
度
支
出

科目
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・都道府県繰入9％相当分
【83.9億円】

・高額医療費負担金1/4相当分
【14.3億円】

・特定健診負担金1/3 【1.7億円】
・保険者業務費繰入金【0.6億円】

・保険基盤安定繰入金（法定軽減分）
【67.0億円】

・保険基盤安定繰入金（保険者支援制度分）
【35.7億円】

・財政安定化支援事業
・出産育児一時金等、事務費
⇒ 国・都道府県負担分も含めて全額繰入れ

支払基金

被保険者

都道府県

一般会計

・保険給付費等交付金
（普通交付金：現物・現金）
【1,353.4億円】・国保事業費納付金《医療・後期・介護》【464.1億円】

市町村

一般会計
国保特別会計

国保特別会計
歳入：1,811億円
歳出：1,703億円

国保連

保険医療機関等

・後期高齢者支援金
【222.5億円】

・介護納付金
【70.2億円】

・前期高齢者納付金
【0.4億円】

保険料
《医療・後期・介

護》

保険給付費

保険給付費

現金給付
（はり、あんま、きゅう、

海外療養費等）

現物給付
（診療）

・保険給付費等交付金
（特別交付金）【32.7億円】

特別調整交付金 11.1億円
県繰入金 11.4億円
保険者努力支援 6.8億円
特定健診2/3 3.4億円

・保険基盤安定負担金（法定軽減分）3/4          【50.2億円】
・保険基盤安定負担金（保険者支援制度分）1/4   【8.9億円】

支払の簡素化

(現物給付分)

一般会計

国

・保険基盤安定負担金
（保険者支援制度分）1/2

【17.8億円】

・定率国庫負担金32％【338.3億円】
・調整交付金(国)9％ 【141.7億円】
・保険者努力支援分 【18.3億円】
・高額医療費負担金1/4相当分

【14.3億円】
・特定健診負担金1/3  【1.7億円】
・特別高額医療共同事業負担金

【1.0億円】
・財政安定化基金補助金 【－】

令和２年度国保決算のイメージ図

・療養給付費
等交付金

【0.6億円】

・前期高齢者
交付金

【645.8億円】

・基盤安定（法定軽減分）

・基盤安定（保険者支援分）

・財政安定化支援事業

地方財政措置

・出産育児一時金繰入等

財政安定化基金

・特別高額
共同事業
拠出金

【2.3億円】

国保中央会

（歳入）・繰越金 【78.2億円】
・財産収入 【0.03億円】
・県預金利子【0.005億円】

（歳出）・国保ヘルスアップ支援事業【0.4億円】
・保険者機能強化基金事業【0.1億円】
・保険者業務費【0.6億円】

【0.03億円】

【0.8億円】

(特例基金分)

積立

取崩

保険者機能強化基金

【0.001億円】

【0.1億円】

積立

取崩

・保険給付費等交付金返還金【3.8億円】

・一般会計繰出金【0.1億円】

・特別高額
共同事業
交付金

【2.4億円】

・定率国庫負担金
償還金【19.2億円】

・調整交付金(国)
償還金 【1.6億円】

・特定健診負担金
償還金 【1.4億円】

特別会計への歳入

特別会計からの歳出

【 】内は決算見込額

・国保事業費納付金
償還金【0.7億円】
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【参考】国民健康保険事業の状況（１）
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〇被保険者数等の状況

総数 介護２号（再掲）

平成３０年度 255,015世帯 398,291人 116,212人（29.2%） 20.8%

令和元年度 248,738世帯 383,081人 111,150人（29.0%） 20.1%

令和２年度 245,28１世帯 373,476人 107,899人（28.9%） 19.7%

　　　　　　　区分
　 年度

世帯数
被保険者数 国　保

加入率

〇保険料（税）収納率（現年分）

前年度比 前年度比 前年度比

94.45% 0.96％上昇 93.49% 0.24％上昇 93.25% 0.49％上昇

〇１人当たり保険料（税）調定額（現年分）【医療分＋後期高齢者支援金分】

前年度比 前年度比 前年度比

85,394円 100.6% 84,848円 101.7% 83,452円 100.6%

令和２年度 令和元年度 平成３０年度

令和２年度 令和元年度 平成３０年度



【参考】国民健康保険事業の状況（２）

〇基金保有額の状況
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〇総医療費

前年度比 前年度比 前年度比

158,048百万円 95.7% 165,197百万円 99.3% 166,300百万円 97.0%

〇1人当たり医療費

前年度比 前年度比 前年度比

423,180円 98.1% 431,233円 103.3% 417,533円 100.9%

令和２年度 令和元年度 平成３０年度

令和２年度 令和元年度 平成３０年度

（単位：千円）

基金積立金 基金取崩額

岡山県国民健康保険
財政安定化基金

3,608,579 3,120 83,778 3,527,921

合計 3,748,239 3,242 91,498 3,659,983

　　　　　　　区分
　基金名

令和元年度末
基金保有額

令和２年度 令和２年度末
基金保有額

岡山県国民健康保険
保険者機能強化基金

139,660 122 7,720 132,062


